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田中教授の研究室では廃棄プラスチックを再利用し、イスなどを製作する（写真は3Dプリンターで作られたイスとベンチ）
神奈川県鎌倉市が3年後の焼却施設の稼働停止を背景にゴミの減量作戦に取り組んでいる。ゴミの再利用を目的に、燃料としての実証実験を実施したのに続き、テーブル、イスなどの製品化につなげる研究拠点も開設した。今後は市民の行動変容を促す取り組みが急がれる。

市は環境面とコストを理由に2025年3月、老朽化した市内唯一の焼却施設「名越クリーンセンター」の稼働を停止することを決めている。停止後は隣接する逗子市の焼却施設を利用する予定だが、利用に際しては現在、家庭、事業所合わせて年間約3万トン焼却しているゴミを可能な限り減量することが求められている。

また、プラスチック、ペットボトルなどの資源ゴミは年間約3600トンを収集し、民間企業に処理を委託しているが、年間約3億円ものコストがかかっている。「市内で再利用することで、少しでもゴミの減量とコスト削減につなげたい。市民にも資源循環の意識を持ってもらえれば」（市政策創造課）という思いは強い。

市は4日、慶応義塾大学SFC研究所（神奈川県藤沢市）と連携し、JR鎌倉駅近くに研究拠点「リサイクリエーションラボ」を開設した。デザイン工学が専門の田中浩也環境情報学部教授の研究室が洗剤容器など廃棄されたプラスチックを原材料に3次元（3D）プリンターでイスやテーブルなどを製品化するための実験拠点だ。花王など関連企業も協力し、完成した製品は湘南モノレール、江ノ島電鉄の駅などに展示する。

田中教授は「資源循環の役目を果たせるよう、プラスチック以外の廃棄材料の製品化も研究していく」と話す。今後、市内各所に専用ボックスを設置し、市民から材料となるプラスチックゴミを持ち寄ってもらう予定だ。


オリックス資源循環の寄居バイオガスプラント（埼玉県寄居町）
一方、市は2021年8月から22年3月まで事業系のゴミの一部を再生可能エネルギー発電施設の燃料として再利用する実証実験も実施した。市内の飲食店などから廃棄される生ゴミ、紙類など約1820トンをオリックス子会社のオリックス資源循環（埼玉県寄居町）に搬送し、微生物の働きで発酵させ、生成したガスを燃料として発電する「メタン発酵バイオガス発電施設」で処理した。「施設の処理能力にはまだ余裕があるので、今後も搬送を継続していきたい」（市ごみ減量対策課）としている。

市内企業が地域通貨を使い、ゴミ減量に向けて市民の行動変容を促す構想もある。IT（情報技術）企業のカヤックは21年から地域のゴミ拾いイベントなど持続可能な開発目標（SDGs）につながる取り組みに参加した場合、同社が展開するフリーマーケットなどで使えるデジタル地域通貨のポイント付与を始めている。「今後はプラスチックゴミを持ち寄った市民にポイントを付与するなどゴミ減量に向けてさらに地域通貨を活用していきたい」（カヤック）。リサイクリエーションラボも廃棄予定のプラスチック製ハンガーを利用したワークショップを開催するなど、これからも市民を巻き込んでゴミ減量作戦を遂行していく。（近藤パドリック）




